
10月 曜 予定 10月 曜 予定

1 木 視力検査(個)　小中ブロック合同授業研究会 20 火 美化活動　代表委員会

2 金 21 水 交通安全教室①③

3 土 22 木 海の公園合同遠足予備日①②　児童生徒交流日⑥

4 日 23 金 美化活動予備日　漢字検定（希望者）

5 月 委員会活動⑤⑥ 24 土 地域防災拠点　役員会

6 火 パン工場見学③ 25 日

7 水 修学旅行保護者説明会⑥ 26 月 朝会　校内研究授業

8 木 27 火 音楽発表集会③　愛川宿泊学習前日午前授業④⑤

9 金 前期終業式　あゆみ配付 28 水 愛川宿泊体験学習④⑤

10 土 29 木 金沢区音楽集会③　愛川宿泊体験学習④⑤

11 日 30 金 愛川宿泊体験学習時差登校④⑤

12 月 スポーツの日 31 土

13 火 後期始業式

14 水 たてわり活動（2時間目） 11月 曜 予定

15 木 海の公園合同遠足①② 1 日

16 金 2 月 委員会活動⑤⑥

17 土 （ビアレスマイル保育園　運動会） 3 火 文化の日

18 日 4 水

19 月 児童朝会　クラブ活動④⑤⑥ 5 木 たてわりわくわく活動

6 金
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○小中ブロック合同授業研究会 １０月１日（木）

漢字検定 １０月２３日（金）

校内研究授業 １０月２６日（月）

下校時刻が変わります。下校時刻予定をご確認ください。

○前期終業式 １０月９日(金)
９日(金)に「あゆみ」をお渡しします。紙のフォルダーおよび前期

の「あゆみ」はご家庭で保管してください。

また、横浜市学力学習状況調査の結果について、iPadを持ち

帰りますので、L-Gateアプリよりご確認ください。

ご家庭で、お子さんの学びの様子をご覧になって、ゆっくり話し

合う時間をもっていただけたらと思います。

○１・２年 海の公園合同遠足 １０月１５日（木）

＜予備日22日（木）＞
昼食はお弁当になります。延期になっても給食がありませんので、

必ずお弁当を持たせてください。

〇美化活動 １０月２０日(火)＜予備日23日（金）＞
全学年で学校の敷地内や学校周辺をきれいにする活動です。

PTAのボランティアの方々と一緒に草取り等を行います。帽子、水

筒、タオル、軍手、ビニル袋を持たせてください。

○1・３年 交通安全教室 １０月２１日（水）
交通安全協会、PTA校外委員会に協力して頂き、交通安全教

室を行います。子どもたちが規範意識をもち、社会生活における

ルールを守って、安全な生活ができるように指導していきます。

○３年 音楽発表集会 10月２７日（火）

（8:30～8:45 体育館にて）
3年生の保護者、他学年の児童に見てもらう音楽発表集会を行

います。鑑賞を希望される3年生の保護者の方は、上履きと名札

を持参のうえ、8：20～8：30の間に体育館へお越しください。

〇３年 金沢区児童音楽会 ２９日（木）
詳細につきましては、先日配付したプリントでご確認ください。

○4・5年 時差登校１０月３０日（金）
宿泊体験学習の翌日は時差登校です。詳しくは、下校時刻予定

をご確認ください。

○カウンセラーの来校日のお知らせ

１０ 月 の 目 標

生活目標：廊下は歩いて静かに移動しよう。

自分から進んであいさつしよう。

保健目標：目を大切にしよう。

給食目標：食べ物のはたらきを知ろう。

～小中ブロック

共通スローガン～

「あいさつで

心豊かな 一日を」

「ありがとう」が育む心 

学校長 犬塚 真  

秋の訪れとともに子どもたちの学校生活も落ち着きを見せています。そんな中、児童会の運営・人権委員会が中心

となり、「いじめのない学校を自分たちでつくっていこう」という願いを込めて「ありがとう貯金」に取り組みました。 

子どもたちには日ごろからあいさつの大切さを伝えています。「おはようございます」「こんにちは」はもちろん、「あ

りがとう」や「ごめんなさい」も相手を大切に思う気持ちを届ける大切な言葉だと考えています。 

今回の「ありがとう貯金」は、その「ありがとう」に着目した取組です。しかし、カードに書いて貯えたのは感謝

の言葉そのものではなく、「ありがとう」と言われた場面とそのときに感じた気持ちでした。 

集まったカードには、友達に鉛筆を貸してあげたことや１年生に折り紙を教えたことなど、何気ない日常の一場面

が数多く記されていました。また、「ありがとうと言われてうれしかった」「お礼を言われたときに○○をしてよかっ

たと思った」といった気持ちもたくさん書かれていました。誰かの役に立ち、「ありがとう」と言われるとうれしい気

持ちになります。そして、「また人の役に立ちたい」「また誰かのために行動したい」という思いが自然と生まれてき

ます。そうした経験の積み重ねが、思いやりの心や自分も相手も大切にしようとする気持ちを育てていくのではない

でしょうか。相手を思いやる行動が増え、その行動に「ありがとう」が返ってくる。そのあたたかな循環が学校全体

に広がっていけば、誰もが安心して過ごせる学校に一段と近づいていくのだと思っています。 

今回の「ありがとう貯金」は、児童会の子どもたちが主体となって考え、取り組んだ活動です。この取組をきっか

けに、友達のよさや優しさに目を向け、自分も誰かのために行動しようとする気持ちが学校の中で育まれていくこと

を期待しています。 

１０月5日（月）午前・午後、１３日（火）午前、２０日（火）午後、２７日（火）午前
相談したいことがございましたら、養護教諭または児童支援専任までご連絡ください。

TEL：７０１-３５０６


